
　
一
月
二
八
日

　
七
時
半
起
床
。
朝
の
光
が
今
日
も
横
な
ぐ
り
に
大
部
屋
に
差
し
込
ん
で
い

る
。
体
調
の
回
復
を
過
信
せ
ず
、
ヒ
タ
ヒ
タ
と
や
っ
て
ゆ
こ
う
。
昨
夜
は
Ｍ

氏
か
ら
の
便
り
を
遅
く
ま
で
読
ん
だ
。
九
時
半
調
布
現
場
。
梅
沢
良
三
氏
構

造
検
査
。
十
時
半
修
了
。
帰
途
、
ア
ジ
ア
大
津
波
の
話
し
な
ど
す
る
。
研
究

室
へ
十
一
時
四
十
五
分
。

　
十
二
時
五
〇
分
研
究
室
出
。
高
田
馬
場
古
市
徹
雄
設
計
事
務
所
に
寄
り
、

共
に
津
田
沼
の
千
葉
工
業
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
。
十
五
時
講
演
会
。
十
七
時

迄
。
修
了
後
、
東
京
駅
の
グ
リ
ル
で
古
市
氏
の
次
男
と
共
に
会
食
。
二
十
一

時
半
散
会
。
世
田
谷
村
に
戻
る
。
す
ぐ
に
銅
版
画
に
と
り
か
か
り
、
一
点
を

完
成
さ
せ
る
。
面
白
い
の
が
出
来
て
少
し
嬉
し
い
。

　
一
月
二
九
日

　
〇
時
三
〇
分
、
少
々
疲
れ
て
銅
版
画
製
作
ス
ト
ッ
プ
。
Ｍ
氏
か
ら
の
便
り

届
い
て
い
て
読
む
。
七
時
四
〇
分
起
床
。
猫
に
食
べ
物
を
あ
げ
る
。
今
は
猫

と
一
番
気
持
が
通
っ
て
い
る
な
。
八
時
過
銅
板
に
手
を
入
れ
る
。
不
思
議
な

モ
ノ
が
出
来
た
。
十
一
時
研
究
室
で
軽
井
沢
の
大
野
正
行
さ
ん
一
家
と
お
目

に
か
か
る
。
近
く
の
Ｓ
邸
と
同
時
進
行
で
き
そ
う
な
の
で
御
依
頼
を
引
き
受

け
る
事
に
し
た
。
十
三
時
大
隈
講
堂
三
年
設
計
製
図
公
開
講
評
会
。
ス
ー
ザ

ン
・
ソ
ン
タ
グ
の
キ
ャ
ン
プ
を
巡
り
、
鈴
木
了
二
と
の
掛
合
い
ク
リ
テ
ィ
ー

ク
ト
ー
ク
が
面
白
か
っ
た
。
時
々
、
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
は
こ
う
い
う
事
が
起
き

る
か
ら
。
で
も
学
生
は
全
然
解
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。
十
七
時
修
了
。
十
七
時

半
研
究
室
に
戻
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ａ
計
画
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
大
沢
温
泉
ホ
テ
ル
打

合
わ
せ
。
十
九
時
過
、
初
台
近
く
の
寿
司
屋
で
若
松
社
長
と
会
食
。
李
東
植

同
席
。
モ
ス
ク
ワ
、
上
海
の
事
な
ど
聞
く
。
二
十
三
時
前
世
田
谷
村
に
戻
る
。

浜
松
町
泊
の
結
城
氏
と
電
話
で
話
す
。
農
村
計
画
へ
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
、
メ

モ
を
送
っ
て
も
ら
う
事
を
約
す
。
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